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⚫ 本日はまず、2024年度容量市場メインオークションにおける約定結果を振り返り、容量市場を取り巻く
現状についてご確認いただきたい。

⚫ その上で、容量市場の今後の在り方（そのうち、「指標価格(Net CONE※)の見直し」）についてご議論
いただきたい。
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本日のご議論

※：CONE：Cost of New Entry



１．容量市場における約定結果の振り返り

２．容量市場の今後の在り方について
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容量市場（ 2024年度メインオークション）における約定結果の振り返り

（エリア毎の市場分断について ： P5 参照）
⚫ 2024年度メインオークションでは、全国の供給信頼度をもとに追加処理を行った結果、2023年度の
北海道と九州に加え、東北と東京が最終的に不足で終わった。
これらのエリアでは、約定処理において上限価格以下の電源が全て追加されており、落札可能電源が
必要量を下回っている状況。

（約定価格の傾向 ： P6~7 参照）
⚫ 2024年度メインオークションの約定価格は、全エリアにおいて第2回以降で最も高くなった。

2020年以降、各経済指数は指標毎にバラツキはあるものの上昇傾向にあり、物価変動が約定価格にも
影響していることが考えられる。

（応札状況： P8~9 参照）

⚫ 2024年度メインオークションにおいて、Net CONE超で応札した電源は、2023年度メインオーク
ションと比較して約4倍(+875万kW)に増加。

⚫ なお、今後、電力需要の高まりが見通される中、非落札電源は2023年度メインオークションに比べて
+166万kW増加。

⚫ Net CONE超の応札および非落札の電源種は、LNGおよび石油等の調整電源である。

⚫ これは、容量市場の応札対象電源において、維持・管理費用がこれまでより割高になってきていること
等が考えられる。
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【参考】約定処理上の市場分断について
第99回 制度検討作業部会
（2025年2月）より
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【参考】第1回～第5回におけるエリアプライスの推移
第99回 制度検討作業部会
（2025年2月）より
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【参考】主な経済指標と約定価格上昇の関連性
第99回 制度検討作業部会
（2025年2月）より
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【参考】応札額「Net CONE超」および非落札の増加
第99回 制度検討作業部会
（2025年2月）より
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【参考】応札額「Net CONE超」の電源種内訳

第99回 制度検討作業部会
（2025年2月）より（一部加工）

落札されなかった電源の応札容量

⚫ Net CONEである9,875円/kW以上の応札容量は1,162万kWであった。発電方式別では、石油・LNG
が93％を占めた。

⚫ 落札されなかった電源の応札容量は584万kWであった。発電方式別では石油・LNGが99.9%を占めた。
また、経年40年※1以上の電源の割合は69.8%であった。



１．容量市場における約定結果の振り返り

２．容量市場の今後の在り方について
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容量市場の今後の在り方について

• 第101回制度検討作業部会において、容量市場の包括的検証を行う方針が示され、現在、電力広域的運営
推進機関（以下、「広域機関」）において、 Call for Evidence （制度を振り返りながら参加者を含めた
関係者より、容量市場の将来に向けた気づきやアイデア等を募る機会）を通して、様々な事業者の方々に
ご協力いただきながら必要な検証作業を進めてきているところ（P12~13 参照）。

• 包括的検証は、広域機関が実施主体となり、資源エネルギー庁とも協力し検証を進めることとしている。
ただし、抜本的な見直しや、利害関係に及ぶ見直しの議論が必要な場合には、制度検討作業部会において
議論を行うこととした。

• 容量市場における今後の主な論点については、第101回制度検討作業部会において示したところ（P14~
15 参照） 。
この項目のうち、①容量市場における供給力確保の考え方、②非効率石炭火力における稼働抑制誘導措置
の在り方、③指標価格(Net CONE)の見直しについては、制度検討作業部会で議論を深めつつ、広域機関
において更なる詳細検討を進めることとしたいと考えているが、これらの他に議論すべき課題はあるか。

• また、今回は、これらのうち③について、今後の議論の進め方を中心にご議論いただきたい。

• なお、①の論点については、これまでの次世代電力・ガス事業基盤構築小委員会や、電力システム改革の
検証を踏まえた制度設計ワーキンググループ（以下、「制度設計WG」）における供給力確保の新たな方
策についての議論も踏まえつつ検討を行うこととし、次回以降、具体的な論点を提示することとしたい。
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【参考①】包括的検証の進め方について
第101回 制度検討作業部会

(2024年4月1日)資料６
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第101回 制度検討作業部会
(2024年4月1日)資料６

【参考②】包括的検証の進め方について
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【参考③】容量市場における主な論点一覧
第101回 制度検討作業部会

(2025年4月1日)資料６
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【参考④】容量市場における主な論点一覧
第101回 制度検討作業部会

(2025年4月1日)資料６



④対応策の検討
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指標価格（Net CONE※）の見直しについて
⚫ 制度設計WGおよび過去の制度検討作業部会において、供給力確保の観点から、容量市場におけるNet CONEの見直しの検討

の必要性が示されているところ。

⚫ こうした関係審議会における議論も踏まえ、指標価格（Net CONE）の見直しに向け、以下のような観点から検討を進めるこ
ととしてはどうか。

① Net CONEを指標価格とすることの適否
（Gross CONEのモデルプラントをCCGTとすることや、新設電源の参入についての再確認 等）

② 指標価格の算定

③ 現行との比較による影響分析等による妥当性確認（効果および懸念事項 等）

④ （必要に応じ）懸念事項に対する対応策の検討

⑤ （必要に応じ）約定処理上の課題など、運用面におけるプロセス確認

⚫ このような詳細検討を、包括的検証の実施主体である広域機関と国で連携して進め、最終的に国の審議会で決定することとし
てはどうか。なお、Net CONEを見直す場合においては、2026年度メインオークションから反映することを目標に、実施す
ることとしてはどうか。

③影響分析等による
指標価格の妥当性確認

②指標価格の算定①Net CONEの適否

指標価格（Net 
CONE）見直し

現行維持
・新設CCGT

現行から見直し
・新設その他電源
・既設CCGT
・既設その他電源 等

追加措置必要

追加措置不要

現行方法を踏襲し
最新のNet CONEを
算定

算定方法の変更
（”最新に更新しない”
を含む）

容量確保の観点
での追加措置

容量拠出金の観
点での追加措置

※：CONE：Cost of New Entry

⑤プロセス確認

システム改修

システム改修以
外での約定処理
方法の変更

Net CONE見直しステップのイメージ
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第101回 制度検討作業部会 
(2025年4月1日)資料6

（一部加工）

【参考⑤】これまでのNet CONEの扱い



18

【参考⑥】制度設計WGにおける議論
第8回 電力システム改革の検証を踏まえた制度設計

ワーキングループ (2025年12月10日)資料3
（一部加工）
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